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校長講話

「目標をもつ」

おはようございます。

１０月中旬から後期に入り、「みんなの手で向中に感動の嵐を！」というス

ローガンのもと、「文化祭の成功」をという大きな目標に向かって、生徒全員

が取り組み、この舞台ですばらしい感動的な演技や合唱を披露することができ

ました。保護者や地域の方はもちろんのこと、私も指導してくださった先生方

も大変うれしく思うと同時に、向島中の勢いと良き伝統を感じました。

さて、定期考査が近づいてきましたが、勉強も学校における様々な活動と共

通点があると思います。それは「目標をもって、継続的に、計画的
に、あきらめずに努力する」ということです。

７月に「継続は力なり」というお話をしましたが、そのときイチローのこの

言葉を紹介しました。「小さいことを重ねることが、とんでもない
ところに行くただひとつの道」という言葉です。覚えていますか？こ

の言葉はスポーツだけでなく、勉強にもこのことが当てはまると思います。い

きなりうまくなったり、勉強ができるようになったりはしません。しかし、「目

標をもって、継続的に、計画的に、あきらめずに努力する」という毎日毎日の

くり返しが、とんでもない実力となったり記録になったりするということです。

文化祭が終わってから、私が校長室で仕事をしていると、各教科の先生方か

ら残念な言葉を聞くことがあります。それは、定期考査を前に、一部の生徒が

「授業中、寝ていている」「自分勝手な話をしてばかりで授業が進まない」「宿

題を出しても提出が少ない」などです。

学校は、みなさんが将来、幸せな人生を送るため、社会に貢
献できる立派な大人になるために様々な学習をする場です。その

実力をつけるためにはもっと授業に集中して努力する必要があります。文化祭

ですばらしい成果を収めたみなさんです。やればできます。自分なりの目標を

もってがんばってください。

最後になりますが、３年生は三者面談で自分の進路について決める時期とな

ってきています。厳しいようですが、自分の進路希望を叶えるた
めには、「目標をもって、継続的に、計画的に、あきらめずに
努力する」しかありません。まだ遅くはありません。先生方は一人ひ

とりに対して真剣に協力してくれると思います。しかし、何も努力しない
人の進路を叶えてあげることはできません。自分の将来のことを真

剣に考え、目の前の目標に向かって確実に進んでいきましょう。

イチロー選手の名言の中に「夢は近づくと目標に変わる」という言

葉もあります。今こそ、その目標に向かって一心不乱に進む時です。頑張って

ください。こころより応援してます。


